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（３）興野周辺地区まちづくりの取組み状況について ・・・・・・・・・・・・ ７ 

 

（４）不燃化特区助成の取組み状況について ・・・・・・・・・・・・・・・・１６ 

 

（５）柳原地区防災まちづくりの取組みについて ・・・・・・・・・・・・・・１８ 

 

（６）台風１９号被害に伴う新東京都民ゴルフ場について ・・・・・・・・・・２０ 

 

（７）西新井公園の都市計画面積の見直しについて ・・・・・・・・・・・・・２３ 
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（都市建設部） 



建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和元年１２月１２日 

件   名 千住大橋防災船着場等の整備について 

所管部課名 都市建設部企画調整課 道路整備室工事課 

内   容 

千住大橋防災船着場及び花畑川環境整備については、国と都の補助金に

ついて協議を進めてきたところ、導入は見込めないとの結果を得たが、以

下のとおり整備の必要性が高いため、今後の進め方について報告する。 

 

１ 補助金導入に関する関東地方整備局との協議結果 

  ・ 最近の国の動向では、補助金の交付要件とされてきた「かわまち

づくり計画」を作成しても、防災船着場への補助を認めていない。 

  ・ １級河川及び２級河川が補助金対象であり、花畑川に関しては、

準用河川であるため補助金の対象とならない。 

・ 河川整備に関する他の補助金も対象にならない。 

 

２ 防災船着場の必要性について（別紙参照 Ｐ４） 

（１）災害時の物資輸送の拠点 

緊急物資の効率的な輸送が重要となるため、緊急輸送道路や災害拠 

点病院に近接した物資輸送の拠点が必要となる。 

（２）近隣区市との水上のネットワークの形成 

震災時には物資輸送の水上ネットワーク形成が重要となる。 

（３）災害備蓄倉庫との連携 

震災時には区内の災害備蓄倉庫等を活用し、水・食料や医療物資の 

供給を滞りなく行う必要がある。 

 

３ 防災船着場の整備計画について  

（１）千住大橋防災船着場整備の必要性 

  ア 隅田川ルートの強化を図り、さらに、国道４号線や墨堤通り、災

害備蓄倉庫等を活用した物資輸送拠点となるため。 

  イ 護岸への車両搬入路があり、物資輸送に適しているため。 

（２）都市農業公園防災船着場整備の必要性 

陸路が使えない場合、防災船着場に近接する博慈会記念総合病院が 

区内で唯一河川から輸送できる災害拠点病院となるため。 

 

４ 今後の進め方 

（１）かわまちづくり計画 

   補助金導入が見込めないため作成しない。 
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（２）千住大橋防災船着場の整備 

  ア 補助金導入は難しいため、区の防災減災対策整備基金を活用する 

などして整備を検討していく。 

イ 地元要望もあるため、早期着手を目指す。 

（３）花畑川環境整備 

   当初の予定どおり、区の単費で整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 題 点 

今後の方針 

１ 千住大橋防災船着場の早期整備に努め、平常時の利用方法を研究し 

ていく。 

２ 傷病者輸送のために、災害拠点病院である「博慈会記念総合病院」 

に近い都市農業公園防災船着場の整備も検討していく。  
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● 設置済 
 

●● 未設置の防災船着場 
 
・ 国に設置を要望している防災船着場 

➊ ● 千住防災船着場 

❷ ● 扇防災船着場 

 

・  足立区が設置することとしている防災船着場 

① ● 千住大橋防災船着場 

  緊急輸送道路である国道四号線からの 

アクセスがよいため、優先順位が高い。 

② ● 都市農業公園防災船着場 

隣接する博慈会記念総合病院が区内唯一 

の河川からの輸送可能な災害拠点病院であ 

るため、優先順位が高い。 

③ ● 千住桜木防災船着場 

④ ● 西新井橋防災船着場 

⑤ ● 宮城二丁目公園防災船着場 

 

○＋ 災害拠点病院 

○＋苑田第一病院 

○＋博慈会記念総合病院 

○＋西新井病院 

○＋東京女子医科大学東医療センター 

○＋東京都保健医療公社東部地域病院 

2km 

位置図 

都市農業公園防災船着場 

千住大橋防災船着場 

別   紙 

 

①  

②  

③  

④  

⑤  

❶
❷
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和元年１２月１２日 

件   名 新田橋整備事業における仮橋歩道橋設置工事の進捗状況について 

所管部課名 道路整備室街路橋りょう課 

内   容 

 新田橋整備事業における仮橋歩道橋設置工事の進捗状況について、以下

のとおり報告する。 

 

１ 今までの経緯について 

 

２ 今後の予定 

年 月 日 内  容 

令和元年 12月 階段部を除いた仮橋変更協定の締結 

令和2年 4月 スロープ設置の設計委託のための協定締結 

 

３ 工事箇所図及び工事スケジュール（別紙参照 Ｐ６）  

 

 

 

 

 

 

年 月 日 内  容 

令和元年 9月 3日 足立区工事の地元説明会開催 

9月 4日 北区に説明会の報告 

10月 1日 

北区とスロープ設置について協議 

仮橋工事は、河川内の橋脚と桁のみ工事を

行い、両岸の階段設置を見送ることを確認 

10月29日 
新田地区全体に河川内の工事のみ行うこ

とを説明したチラシを配布 

11月 １日 北区が河川内の工事着手 

11月12日 
北区より、スロープ設置について検討する

との回答あり 

問 題 点 

今後の方針 

スロープ設置に向けて、今後も北区と協力しながら事業を推進してい

く。 
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工事箇所図 
 
 

 
 
※階段形状の検討に時間を要するため、当初の階段部は今回の工事では施工し

ません。河川内のみ施工します。 

 

 

工事スケジュール 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※工事の進捗により工程は前後することがあります。 

新田橋通り 

仮 橋 

スロープ設置予定 
 

スロープ形状の検討 

今回の工事施工予定区間 

北 

区 

足 

立

区 

別 紙 
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和元年１２月１２日 

件   名 興野周辺地区まちづくりの取組み状況について 

所管部課名 市街地整備室まちづくり課 

内   容 

 興野周辺地区まちづくりの取組み状況について、以下のとおり報告する。 

 

１ まちづくりアンケートについて 

  興野周辺地区におけるＪＫＫ興野町住宅以外のエリアの地区整備計画

を策定するため、まちづくりアンケートを実施する。 

（１）対象者          地区内に土地・建物を所有している方

及び居住している方 

（２）配布数          約５,０００部 

（３）アンケート実施予定日 

   ポスティング及び郵送配布  令和元年１２月１６日（月）から 

   郵送回収          令和２年 １月２４日（金）まで 

                          （消印有効） 

（４）アンケート実施方法 

対 象 者 実 施 方 法 

地区内居住者 ポスティング配布 郵送回収 

（返信用封筒同封） 地区外居住者 郵送配布 

（５）アンケート用紙      別紙参照 Ｐ８～１５ 

（６）主な質問内容 

・ アンケート回答者の属性 

・ 取り組んでほしい「環境」について 

・ 優先的に整備が必要と思われる「道路」について 

   ・ 守りたい・増やしたい「みどり」について 

   ・ 取り組んでほしい「防災まちづくり」について 

   ・ 「町会・自治会」について 

 

２ 今後の予定 

年  月 内   容 

令和2年2月 まちづくり協議会（第8回）の開催 
 

問 題 点 

今後の方針 

引き続き地区全体の地区整備計画策定に向け、周辺住民の意見を聞き丁

寧に進めていく。 

 

7



別 紙
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13



14
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和元年１２月１２日 

件   名 不燃化特区助成の取組み状況について 

所管部課名 市街地整備室密集地域整備課 

内   容 

不燃化特区の現在までの取組み状況について、以下のとおり報告する。 

 

１ 不燃化特区助成 

 上段：助成件数、下段：助成額(千円) 

地区名 
老朽建築物除却 不燃化建替え※ 

平成 

30年度 

令和元年

10月末 

平成 

30年度 

令和元年 

10月末 

西新井駅西口 

周辺地区 

16件 

24,368 

14件 

20,554 

10件 

25,348 

4件 

10,767 

足立区中南部 

一帯地区 

155件 

234,372 

140件 

222,183 

12件 

25,884 

9件 

24,613 

助成件数計 

助成額計 

171件 

258,740 

154件 

242,737 

22件 

51,232 

13件 

35,380 

 ※不燃化建替え：老朽建築物を除却し、燃えにくい建築物に建替える 

助成 

 

２ 区域図 別紙参照 Ｐ１７ 

問 題 点 

今後の方針 

 今後も引き続き、地域への周知を徹底するとともに、個別相談等を積極

的に展開し、老朽建築物の除却や建替え促進を図っていく。 
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 足立区中南部一帯地区 （６４５．４ｈａ） 

 西新井駅西口周辺地区 （５４．８ｈａ） 

 不燃建替え助成区域 （２０７．６ｈａ） 

 

千住仲町 

千住四 

千住一 

千住三 

千住二 
柳原二 

千住五 

西新井 
栄町三 

興野一 

本木二 

西新井 
本町五 

本木 
東町 

西新井 
本町一 

西新井 
本町四 

興野二 

本木 
北町 

本木 
南町 本木 

西町 
本木一 

関原二 

梅田四 梅田三 

梅田一 

足立三 

梅田六 

西新井 
栄町一 

西新井 
栄町二 

梅田七 

梅田二 

足立二 

北千住駅 

柳原一 

千住東一 

千住東二 

千住旭町 

関原一

梅島駅 

五反野駅 

牛田駅 

小菅駅 

足立一 

足立四 

梅田八 

西新井駅 

千住大川町 

千住 
柳町 千住 

寿町 

千住元町 

 
 
 

  
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 

関原三 

梅田五 

 

千住 
中居町 

千住 
龍田町 

別紙 不燃化特区区域図 

 
Ｎ 

 

（凡例） 
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和元年１２月１２日 

件   名 柳原地区防災まちづくりの取組みについて 

所管部課名 市街地整備室密集地域整備課 

内   容 

柳原地区防災まちづくりの取組みについて、以下のとおり報告する。 

 

１ 柳原地区防災まちづくり勉強会 

（１）目的 

   柳原地区の現状把握及び他自治体の取組み等を学び、柳原地区にふさ

わしい防災まちづくりを検討する。 

（２）対象区域 

   柳原一丁目及び二丁目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ 

対象区域 

約25.9ha 

柳原北町会 

柳原西町会 

柳原南町会 

柳原東町会 

柳原一丁目 

柳原二丁目 

柳原千草園 

千寿桜堤中学校 
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（３）構成メンバー 

 柳原地区４町会長及び会員、柳原地区の４商店会長、庁内関係部署 

（４）令和元年度の勉強会 

  ア 第１回勉強会 

（ア）開催日時 令和元年１１月５日（火）午後７時～午後９時 

（イ）内  容  

・ 柳原地区におけるこれまでの防災まちづくり検討状況 

・ 今後の取組み内容（案）の説明等 

（ウ）参 加 者 ９名 

イ 主な質疑 

Ｑ１：座って話をしているだけでなく、何か目に見えることができ

ないと住民は興味持ってくれないのではないか。 

本当に事業化して、現場に入れるのか。 

Ａ１：事業化のスケジュールの大枠を千住仲町の事例をもって説明 

した。柳原には既存のパッケージ化された事業はそぐわない

ため、地元の皆様とともに新たな手法を検討し、事業化を目

指していく。 

Ｑ２：防災空地としてミニ公園を作っても雑草の処理等の管理が大

変ではないか。 

Ａ２：ミニ公園造成時には、雑草が生えにくい舗装やかまどベンチの

ような防災施設設置等、皆様のご意見を取り入れる。 

 

２ 今後の予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

年 月 内  容 

令和2年2月 第2回勉強会（予定） 

・来年度の取組み内容及び協議会への移

行について 

令和2年12月 協議会の設立 

・防災まちづくりの手法を検討 

令和4年3月末頃 検討後の手法に基づく計画等を策定 

問 題 点 

今後の方針 

 地域特性を踏まえ既存事業にとらわれず、地元と協議しつつ具体的な事業

手法を検討していく。なお、シティプロモーション課、災害対策課などと庁

内連携を図り進めていく。 
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和元年１２月１２日 

件   名 台風１９号被害に伴う新東京都民ゴルフ場について 

所管部課名 みどりと公園推進室みどり推進課 

内   容 

新東京都民ゴルフ場（足立区新田一丁目地先から北区志茂四丁目地先ま

で１２.２ｈａ）の運営事業者から、運営についての意向が示されたため、

以下のとおり報告する。 

 

１ 背景 

台風１９号により新東京都民ゴルフ場が水没したため、ヘドロが厚く 

堆積し、復旧が困難な状況となっている。 

（別紙１、別紙２参照 Ｐ２１～２２） 

 

２ 運営事業者の意向 

（１）令和元年１１月１日にゴルフ場の再開を断念した。 

（２）令和元年１２月３１日をもって、ゴルフ場の営業を終了する。 

 

３ ゴルフ場跡地の安全対策 

区と運営事業者で協議し、河川管理用通路沿いに高さ１ｍ程度のネッ

トフェンスと立ち入り禁止看板を至急設置する。 

 

問 題 点 

今後の方針 

使用料（東京都と埼玉県に納付する河川敷占用料）の支払いと、原状回

復の主体や費用負担について、区と運営事業者で協議していく。 
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北区志茂四丁目

新東京都民ゴルフ場

占用面積 12.2ha
延長 約1,100m
幅 約100～130ｍ

環

七
通

り

北区 約2.6ha

別紙１
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新東京都民ゴルフ場

①全景

②ヘドロ堆積状況

別紙２
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和元年１２月１２日 

件   名 西新井公園の都市計画面積の見直しについて 

所管部課名 
みどりと公園推進室みどり推進課 都市建設部都市計画課  

市街地整備室まちづくり課 政策経営部経営戦略推進担当課 

内 容 

 西新井公園の面積を見直し、早期の公園整備を目指すことについて、

以下のとおり報告する。 

 

１ 見直しの理由について 

（１）計画範囲内の市街化が進んだことにより、現計画面積での公園整

備の実現性が低い。 

（２）計画範囲内では、地震時における建物倒壊や火災の総合危険度が

ランク４(２６２位/５１７５町丁目)であり、防災上危険な地域とな

っている。現在の避難場所まで１.７㎞あるため、西新井公園を早期に

整備し、避難場所として指定する必要がある。 

 

２ 公園面積を見直すに当たっての基本的な考え方について 

（１）一定の広さを持った防災公園とすることで、西新井・梅島エリアに

必要な避難場所などの防災機能を確保することができる。 

（２）公園を第十中学校と連続させることで、災害時に防災公園と一次避

難所の機能をより一層発揮させることができる。 

（３）幹線道路（補助２５５号線）との連続で、防災公園へのアクセス向

上、延焼遮断帯の形成、空地が拡大し、地震時における総合危険度を

下げることができる。 

 

３ 公園面積の見直し案について（別紙「見直し案」参照 Ｐ２５） 

概算面積   約３.５ha 

 

４ 今後の予定 

 
 

 内  容 

令和2年 秋ごろ 緑の基本計画、まちづくり構想策定 

令和3年 春ごろ まちづくり計画策定 

令和3、4年 現況測量 

令和5年以降 都市計画変更 

令和6年以降 事業認可 
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＜参考＞ 

１ 西新井公園の現状と経緯について（別紙「現況図」参照 Ｐ２５） 

（１）西新井公園の現状 

ア 位    置  梅島三丁目地内 

イ 面    積  約５.６ha 

ウ 都市計画決定  昭和３２年１２月２１日 

           建設省告示第１６８９号 

（２）西新井公園の経緯 

時 期 内  容 

昭和32年 環状緑地帯計画が引継がれ、建設省は5.6haの大

公園として都市計画決定 

昭和41年 建設省は、補助255号線と公園を重複して都市計

画決定 

昭和50年 事務事業移管により、10ha未満の公園の整備主体

が区となる 

昭和62年 西新井公園の事業主体が区であることを都区間で

合意 

平成10年 10ha未満の都市計画決定の権限を区に委譲 

（事業認可決定権限者は東京都） 

平成18年 「都市計画公園・緑地の整備方針」で西新井公園

に優先整備区域を設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 題 点 

今後の方針 
公園の見直し案をもとに、東京都や地元との協議・調整を進めていく。 
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⻄新井公園の⾒直し案について
（２）新たな⻄新井公園の区域と規模

■現計画（5.6ha）

（１）⻄新井公園の状況・計画

⻄新井
公園

第十中

梅島
第一小

梅島⻄公園

梅島三丁目
第2児童遊園

良い点

○⾜⽴区都市計画マスタープランでは、「⻄新井公園は、位置やあり⽅などを
検討したうえで、周辺を含め一体的なまちづくりを進める」としています。

課 題

※1地区公園：各年齢層に対する日常の屋外レクリエーションやコミュニ
ティ活動を展開する地区の拠点となる公園である。整備にあたり、
地区の特性に応じた活動ができる場を設ける。

※2避難場所：大地震などで延焼火災が発生した場合、大火から身を守る
ために避難する場所。梅島三丁目地区では、人口約5千人を収容
する必要があることから、公園面積は最低でも約2haとなる。

○住居の移転数がやや多い

○地区公園（※1）として十分な規模を確保できるため、
様々な設備を配置することができる

○避難場所（※2）として最低2haが必要だが、充分満たし
ている

○避難所の第十中学校と接する

○昭和32年12月:都市計画「大公園」(5.6ha)に指定
○平成18年3月:「優先整備区域」(1.15ha)に指定
○整備済み面積：約0.4ha
○規模が梅島三丁目地区(23.1ha)の約4分の1
○公園の形状が不整形
○住居の移転をする必要がある世帯がとても多い。

■⾒直し案（約3.５ha）

⻄新井公園
の計画区域
（5.6ha）

別紙

現況図 見直し案
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 
令和元年１２月１２日 

件   名 建築物の耐震化対策及び老朽建築物対策の取組み状況について 

所管部課名 建築室建築安全課 

内   容 

建築物の耐震化対策及び老朽建築物対策の取組み状況について、以下 

のとおり報告する。 

 

１ 建築物の耐震化対策について（令和元年１１月末現在） 

（１）耐震診断・改修工事実績               （件数） 

区分 耐震診断 耐震改修工事（解体含む） 

年度 

（平成） 
住宅 

共  同 

住宅等 
合計 住宅 

共  同 

住宅等 
合計 

18～27 3,076 391 3,467 2,350 288 2,638 

28 381 62 443 306 44 350 

29 297 45 342 284 44 328 

30 
304 46 350 260 35 295 

（平均申請件数 30件/月） （平均申請件数 23件/月） 

今年度 

申請分 

197 31 228 181 27 208 

（平均申請件数 29件/月） （平均申請件数26件/月） 

累計 4,255 575 4,830 3,381 438 3,819 

 

（２）感震ブレーカー設置工事助成について         （件数） 

年度 
（平成） 

千住地域 中川地域 
小台宮城 

地域 

本木梅田 

周辺地域 
合計 

27  4 0 0 46 50 

28 23 1 0 66 90 

29 11 1 1 42 55 

30 12 4 2 18 36 

今年度

申請分 
6 0 0 41 47 

累計 56 6 3 213 278 
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内   容 

（３）建築物等耐震アドバイザー派遣等について       （件数） 

年度 アドバイザー派遣 カット助成 

平成30年度 120 17 

今年度申請分 113 21 

累計 233 38 

 

２ 老朽建築物対策について 

（１）老朽建築物調査（平成２９年度調査結果）       （件数） 

老朽家屋 合計 

老朽危険家屋 （危険度高A+及び一部損傷等A） 181 

老 朽 家 屋 （危険度低B） 1,045 

合計 1,226 

 

（２）対応状況（令和元年１１月末現在）          （件数） 

区分 危険度高A+ 一部損傷等A 合計 

調査中 0 73 73 

指導中 17 69 86 

処置済 

（解体・改修） 
8 14 22 

合計 25 156 181 

 

※老朽危険家屋のうち、危険度の高い家屋A+は、２５件ある。 

そのうち指導中の家屋は１７件、解体又は改修が完了した処置済

の家屋は８件ある。 

 

 

 
 
 

 

問 題 点 

今後の方針 

１ 耐震化等建物の安全・安心に関する各種取組みを積極的に行い、災害

に強いまちづくりを推進する。 

２ 無接道家屋、街区プランなどの関連事業と連携し、対応困難な老朽危

険家屋の解消に粘り強く取り組んでいく。 
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